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｜ 鈴木幹事報告’今日の例会

第1621回 平成28年12月6日（火）

卓話 『名古屋の文化について』
公益財団法人名古屋市文化振興事業団

事務理事兼事務局長 山田哲郎様

先回の例会

第1620回 平成28年11月29B(火）晴

友愛の日

在籍20年表彰

1）次週例会終了後、年次総会を開催致しますのでご予

定下さい

2）12月の0-ﾀﾘｰﾚｰﾄ 1ドル=106円

｜ 渡邊会長挨拶 ’
●一

会長テーマ 凌裂 2週間前の挨拶で、NPO法人キヤ

ンヘルプタイランドがカンボジア

への支援を始めたという話をしま

した。

その経過を伝えます。 1990年～

2000年にかけて日本財団､以前の

日本船舶振興財団がアジアの各地

に小学校を建設、寄贈しました。

多くの子供たちが学校に通うよう

◆我らの生業

◆四つのテスト

◆ビジター紹介

◆ゲスト紹介

（株）アイチテクノ代表取締役会長遠山尭雄様

（仮称）名古屋宮の杜RC事務局金沢有華様

になりました。

ところが300人収容の建物にトイレは1基しかありませ

ん。それを知ったキャンヘルプが、トイレを増設する計

画を立てました。費用は1基30万円。今月の理事役員

会で内10万円をクラブが支援することとし、計画が前

に進みました。 12月5日に担当者が該当地区カンボジ

ア教育委員会責任者と打ち合わせ、3月に1基を建築、

贈呈予定です。このパイロットテストが順調にいけば、

周辺の学校に手を広げ、トイレや、手洗い用の井戸を設

置していく計画です｡キャンヘルプを通じて国際奉仕へ
の関心を持ち続けるようお願いし、挨拶とします。

◆出席報告

会員36（32）名 出席28名

出席率 87.50%

前々回11／1 （修正出席率） 96.97％

◆12月会員誕生日お祝い

宮尾紘司君(12/10) 渡邊源市君(12/20)

樫尾冨二君（12/21）

◆12月ご夫人誕生日お祝い

松岡多加倫夫人(12/30)太田和孝夫人(12/31)

◆12月結婚記念日お祝い

足立一郎君（12/5） 三好親君（12/7）

林永芳君（12/18）
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◆25RC社会奉仕委員長会議報告

委員長 碓氷美佳さん

11月10日（木）臨時25RC社会

奉仕委員長会議が開催されまし

た。25RC社会奉仕支援が、年々

金額とともに支援クラブも減って

きているため、次年度は大きな活

動をしようということで、財団

100周年ということもあり、各ク偽闇
や

色

幻
I

1 ，顕

ラブから企画提案を募集することとなりました。

皆様からもご意見ご提案お聞かせいただきたくよろし

くお願い致します。

錘

おめでとうございます

’’ 会長テーマ 『クラブ奉仕からはじめよう』 本紙腱再生紙を使測してお'ります,，



|名古屋千種ロータリークラブ在籍20年表彰｜

吉田玄君
診療所に言くとスタッフから「先生今日はクールビズで

すね。 」と言われ、 「いや火事で服が全部燃えたんだ」

と答えたけれど、なかなか信じてもらえませんでした。

火事について新聞で報道されたので、多くの方からお

見舞いや励ましをいただきました。翌日には、大口先生

からもお見舞いと激励のお電話をいただきました。

両親が建てた家に私が住み続けていたために、保険に入

っていなかった事があとで発覚し､少し落ち込みました

が､丁度家を建て替える良い機会であったかと前向きに

考えました。

寒い冬が始まりました、皆様もどうか火の元に気をつ

けてお過ごしください
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おめでとうございます ◆河合隆史君
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テレビの前に釘付けになっていました。

この頃は、学校、テレビ、草野球、そろばん、習字とい

った日々でした。

中学生になって出会った3分間でできるカッブヌード
ルとボンカレーは大変ありがたく自分ひとりで作るこ

とができたので夜食の主役でした。

小学生時代のプラモデルや模型飛行機作りはじまり、中

学1，2年は運動部にも入っていましたがラジオ作りに

夢中でした、それもほとんど真空管ラジオでした。深夜

最初に自分で作ったラジオから流れてきたミッシェル

ポルナレフの曲にとても感動したことを鮮明に覚えて

います。私を歌謡曲から洋楽好きに変えていき、そして

オールナイトニッポンなどの深夜放送に導いたポイン

トでした｡ラジオ作りと試験勉強の合間には随分カッブ
ヌードルに助けられました。

私の娘は今高1ですが､彼女に3分間で何を連想するか

尋ねましたら､返ってきたのはスマホで見る動画の3分

間メイクアップチャレンジという3分間でお化粧を完

成させられるかを競うものでした。実際に見てみました

がなかなか素早いものです。

当時のボンカレーのCMで有名だったのは「3分間待つ

のだぞ」 「じっと我慢の子であった」でしたが、今の子

はもっと忙しく便利になった時代を生きていることを

実感させられました。

会員3分間スピーチ

◆長谷川亨君

テーマ

気候も寒くなりまして、 「火の用

心」と言うことで、今日は火事に

ついてお話をさせていただきま

す。

あれは約10年前私が確か40歳半

ば、そして子供が3人とも中学生

だった頃です。我が家が全焼の火
事にみまわれました。
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火の元は朝の4時半家内が､娘の部活のためのお弁当で

舂巻きをあげていた天ぷら油でした。

7月の夏の暑い日でした。その時私は寝室で寝ていたの

ですが家内が私を起こし、 「火事になった」とのこと。

二階の寝室から－階に降りて台所をみると天ぷら油に

火がメラメラと燃えています。

まだ火の広がりがそれほどでなかったので、水で濡らし

た布団を2人でかけて消そうと試みましたか､さらに火

が燃え広がったため、自力での消火は一旦諦め、子供た

ち3人を外に避難させ、消防車をよびました。

5分もしないうちに消防車がやってきました。2年前に

キッチンをリフォームしたところなので、 「再度リフォ

ームしないといけないなぁ」と考えていました。

さて、消火活動が始まったのですが、一向に消火完了

の報告がありません。

20分から30分後だったでしょうか､煙が少し出てはい
るけれど完全に消火しきれていない状態が続き、ヤジ馬

もそろそろ帰りかけた頃､ボンと言う音とともに火が－

階から二階に燃え広がりました。リフォームしたキッチ

ンは耐熱材を使っているので火に対して抵抗力があっ

たのですが、築30年の木造家屋はあっという間に燃え

広がり、それこそ10分位ほどで全焼になりました。

ひとまず近くに住む姉夫婦の家にお世話になりまし

た。当日、診療があったのですが、言ていく服がなかっ
たので、Tシャツとジーンズを借りて出勤しました。

＊二コボックスは次回掲載させていただきます

次回例会 平成28年12月13日（火) 18:OO 4F「雅の間」
年末≦≧苣三家自笑慧調視差芸


